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2 Kp- 8　　　　　　　　スオウ染色における紫外線の影響
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【目的】本研究では天然染料のスオウを用い，天然染料独特の輝くような鮮明な発色を得

ることを目的とし，スオウ抽出液とスオウ染色時における紫外線の影響を検討する.

【方法】(1)スオウ抽出液に紫外線365nm及び太陽光を照射し，光照射前と照射後の吸光度

を測定する．ブランクとして放置したものも検討する.   (2)スオウ染色は太陽光の下と室内

暗所で行い，アルミ媒染による引き染めで検討する.

【結果及び考察】(1)スオウ抽出液は，紫外線365nm及び太陽光を照射すると吸光度が上昇

し濃色化することが分かった．また，ブランクとして放置した液も熱の影響を受けて漁色
化した．スオウ抽出液中には主色素のブラジリンとブラジリンの酸化によって得られるブ

ラジレインが共存していることが本研究で分かっている．これにより，ブラジリンが熱や

光によりブラジレインに変化し，ブラジレインの増加によりスオウ抽出液が濃色化すると

考えた.   (2)スオウ染色は，太陽光の下で引き染めすると色が濃色化した．これは，太陽光

が布上の染液に充分当たり，ブラジリンがブラジレインに変化する割合が高く著しく濃色
に染まるため，染色後の太陽光が退色に作用しても結果的には見かけ上影響を受けにくい

といえる，なお，濃色化した染色布でも，一般のスオウ染色布と同様に，光を暴露すると

退色することが分かづた．これはブラジリンがプラジレインとなった後は，光の存在がブ

ラジレインの分子構造を壊して退色に向かわせるのではないかと思われる．以上より，ス

オウ染色は太陽光の下で引き染めにより染色することで輝くような鮮明な発色を得られる

ことができると分かった．
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《緒言》　藍の生葉染めの過程で、青色色素のインジゴとともに赤色色素のインジルピン
が生成してくる場合がある。我々は、どのような条件でインジルピンが多く生成するのか
を検討し、藍の生葉染めで、絹布を青紫から赤紫色に染色する方法を見いたし、既に報告

した。しかしながら、どのような条件でインジルビンが多く生成するのかについては、ま
だまだ不明な点が多い。たとえば、藍の葉を布上で叩いて葉の形を写すように染める「叩
き染め」で、絹では青く発色するのに対して、ナイロンでは紫に発色するといったことが
報告されているが、どのような要因でこのような違いが出るのかについて検討した。
《方法》　タデ藍の生葉による、絹布やナイロン布への叩き染めを種々の条件下で行い、
どのような場合に紫色に発色するかを調べた。また、試薬のインジカンから生じさせたイ
ンドキシルを布にしみ込ませ、種々の条件下で発色させた。
《結果》　通常の方法の叩き染めでは、絹は青にしか発色しないが、ナイロンではところ
どころ紫色に発色した。特に生葉の汁が濃くついた所が顕著であった。ただし、紫の発色
には時間がかかった。実験の条件を制御しやすくするために、生葉の代わりに、試薬のイ
ンジカン（藍の葉に含まれる、インジゴ色素の前駆体）を酵素で加水分解して生成させた
インドキシルを用い、様々な条件下、布上での酸化・発色を試みた。絹の場合は、布が乾
かないうちに速やかに青く発色したが、ナイロンの場合は、乾いた後にしばらくたってか
ら発色し、その色は紫であった。その発色は、酸素濃度が高いほど、また高温ほど速かっ
たが、色あいに大きな違いはなかった。
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